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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論　文　内　容　の　要　旨
　　　鶏の血清を用いて，Mycoplasma　galllsepticum（以下M．　gallisepticumと略記）の赤血球凝集抑制反
　　・応の系に抗鶏免疫グロブリン血清を加えた抗免疫グロブリン血清添加赤血球凝集抑制反応（以下抗IgHI反
　　応と略記）について検討した。
　　　血清反応の系に抗グロブリン血清を添加することによって反応が増強される現象は，1908年Moreschi．に
　　よって初めて報告されているが，あまり知られていない。その後，1945年Coo皿bsらが赤血球と凝集素の
　　反応系に抗グロブリン血清を加えること（抗グロブリン試験）により，抗Rh抗体を検出できるという画期
　　的な報告をして以来本法は同種免疫抗体の検：出，自己免疫疾患などの診断や研究に広く応用されるに至り，
　　数々の偉大な業績を残した。
　　　赤血球凝集抑制反応（以下HI反応と略記）への本法の応用は，1971年にHah。n』らが初めてイソフルエ
　　ソザウィルスにおいて，抗ヒトIgG血清添加赤血球凝集抑制反応（以下抗IgG凱反応と略記）を実施
　　し，その有用性を報告したのに始まる。
　　　鶏においては，．1975年，BaumerがNewcastle　disease　virusについて，単に抗鶏．Ig　G血清を添加レ
　　た成績を報告しているに過ぎず，、どのような三三免疫グロブリンが本反応に関与しているのかは不明であり，・
　　これまでのところ抗工gHI反応については，今だ基礎的研究の域を脱していないのが現状である。
　　　本法の基礎的研究を行なって，その実態を明らかにすることは，，免疫グ’目ブリソの抗体活性の研究ならび
　　に伝染病の診断などにおける本法の応用性を明らかに：できるものと考えられる。
一一洛D畝岬坂応の基面条件を検識た上で，航1岬聯三智鱒鰺姐鉱了㌘恐卿
　　ついて検索するとともに，．本法の応用を試みた。その研究成績の概要につい七述べるとおおよそ次のようで
　　ある。
　　1．供試特異抗鶏免疫グロブリン血清ならびに抗Ig　HI反応、
　　　DEAE一セルロースおよびSephadex　G－200ヵラムク官マトグラフ』イーを組合せて，鶏免疫グロブリン
　　クラスの単離精製を行ない，これらをウサギに免疫して得た抗血清をGlutaraldehyde処理した不溶性L鎖
警で吸収し灘騨lgG（抗γ鎖あ抗lg￥（㈱嚇鯉騨’逸清とし
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?
　Mgallisepticum感染鶏血清中には，寒冷凝集素が存在することが知られているので，血清反応実施前
にr∫∫検血清1容に対して5％並L下野4容を加えて寒冷凝集素の吸収を行ない，5倍希釈血清を供試したQ
　HI反応および抗Ig　HI反応は，マイクロタイター法による抗体減蚤法（β法）で突施した。希釈液には
燐酸食塩緩衝液（以下PBSと略記）を用い，　M、　gallisepticum　S6株を用いて調製した抗原は4HA単位
／0、025m6の力価に調整して用いたQ
H．抗Ig　HI反応の条件の検討
　抗IgH工反応に関与する因子として考えられる特異抗血清濃度，感作時間ならびに感作温度等について
検討を加えた結果，次の所見を得たD　　　　　　1　　　　燃”齢∵11’で』’二’‘：∵冠隔幽∴越’‘111；錦』∵三二’レ、
　1，　至適特異抗血清濃度
　各種濃度に調整した特異抗IgG，抗1gMならびに抗工gA血清を用いて，それらが反応におよ僖す影
響を調べたところ，いずれの抗血清でも20倍希釈したものを用いたときに，前地帯ならびに非特異反応が認
められず，しかも明瞭な高い抗体価が得られた。
　2．　　　感fノ戸時間
　MgaHisepticum抗原：と可検鶏血清ならびにM。　gallisepticu皿抗原一抗体複合体と抗Ig血清との反応
時間が反応におよぼす影響について検討した。H工』 ｽ応で，　M．　ga1118epticum抗原と抗体の感作時間が，30
分以下よりも30分以上の時により高い抗体価が得られたので，これをもとにこの系に抗Ig血清を添加し，
その感作時間について検討したところ，10分よりも15分感作の場合の方が抗体価が高く，．それ以上の感作で
は抗体価に差は認められなかった。
　3．感作温度
　抗原，抗体，抗工g1血清蓄よび赤血球を混和するまでの感作温度を検討したところ，すべての操作を22一
罪。で行ない劃定躯℃塒間後にしたときに限も獺な聯が得られた・
皿・抗1歯H工反応に関与する抗血清め特異性
　HI反応の系に添加して反応を増強させることのでぎる抗血清の種類について検討したところ，抗鶏IgG，
抗鶏lgMおよび抗鶏工gA血清のいずれによっても反応が増強される事実が明らかとなった。一方｝．正
常ウサギ血清あるいは各種哺乳動物の免疫グロ「ブリソに対する特異抗血清などを用いた抗Ig　HI反応では，、
全ぐ反応の増強が認めちれなかっ泥ことから抗鶏免疫グ矯ブリソ血清によって特異的に反応が増強されると
の確信を得た。
IV。・抗lg　HI反応の再現性
…，鰐（み30分で非働化したのち，20倍に希釈調整し塒畢御清鯉、㌢…上述した琴酔件下で旧劇li…・
septlcum感染鶏血清について再現性を確認するための試験を繰り返したところ，．極めて再現性の高い成績
が得られた。
V．抗Ig　HI抗体の出現時間と反応増強の持続期間
　M．gallisepticu血を鼻腔内ならびに静脈内接種した実験鶏の経過血清を用いて，　HIおよび抗Ig　HI抗1
体の消長ならびに反応増強に関する検討をした。
　鼻腔内接種群の5ち！群は，M，　galliseptigu魚の感染が成立し噂いることを確認す≧る屋的で，接種後上
週間隔で9週まで．5羽ずつを下血致死させ，血中抗体価の測定と併わせ排菌分離を行ない40／妬例（88．8％）
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から菌を分離しえた。この実験群においては，Mgallisepticu皿接種後！・三目にHI反応陽性であること
が確認された。一方，抗IgM　HI反応ではすでに接種後7日目に抗体価の上昇を示し，明らかに陽性であ
ることが認められた自他方，重工gGHI価は14日目頃から他の反応よりも高い値を示し，21　EI目にはHI
価の15．8倍も高い抗体価を示した。その後も抗IgGH工反応によって最：も強い反応増強が観察され，最高
ではHI価の22倍も高い抗体価を示した。また，抗IgAH工反応では抗IgMHI反応につづき，抗工gG
．HI反応で検出される前に抗体価陽性を示した。
　鼻腔内接種群の他の1群では，M．　gaHisepticum接種後10日目にH：1反応では22倍の抗体価を1認めたが，
筑工gAH工反応では接種後41目’揖1にすでに22．倍の抗体価が認め．られた。しかしながら，この実験群では接
種後14日目以降では，反応の増強が極めて弱くなった。『
　静脈内接種群においても，M．　gallisepticum接種後4日目には抗Ig　M　HI価が最も高い値を示し，7日
目あるいは10跡目に至ると抗IgGHI価がそれに代わって高い値を示すことが確認された。また，　HI価
が上昇の徴しをみせるとそれに先行して抗IgHI価，ことに抗IgGHI価が上昇することが認められた。
　これらの成績から，M．　gallisepticumの抗体クラスと抗Ig血清との間には反応を増強させる上に特異
的な関係があることが示唆された。
W．Sephad昧G－20Dを用いたゲル炉過分画における抗Ig　HI抗体の分布
　実験感染鶏のM，galllseptiCUtn抗体の免疫グロブリンクラスと添加する抗血清との関係を知る目的で，
先きにM．9・1エi・epti・u憩を鼻腔内絶し牌ち，経日的に放血致死させた実験鶏のプール血清を用、・て，
Sephadex　G－200のゲル炉過分画における抗工g　HI抗体の分霜を検索した。
　工．感染初期血清のゲル源過分画における抗Ig　HI抗体の分布と消長
　抗工gMH円価が高く，抗lgGHI価の上昇が認められなかった感染初期の血清では，　HI反応によって
IgM分画が最も高い8倍，　IgG分画はわずかに2倍の抗体価を示した。ところが，抗工gMHI反応では，
IgM分画が64倍と著しく高い抗体価を示し，　IgG分画は8倍を示した。抗IgA．H工反応では，いずれの・
分画も16倍であった。
　2．、感染後期血清のゲル四過分画における抗IgH工抗体の分布と消長
　抗rgGHI価が最も高く認められた感染7週目の血清では，　H工反応でIgM分画が16倍l　IgG分画が
32倍を示したが，抗IgGH工反応ではIgG分画が256倍を示し，」gM分画は増強されなかった・また，
抗19AHI反応によってはHI価に比較していずれの分画も2～3管の増強が認められた。
　他の経過血清についても検索を行なったところ，前述同様に血清での抗IgH工反応の増強とゲル炉過分
．酢おける抗工・卑二二禦難は勧で邸コ恥越階凹型・・なお・ゲル腿頒の鋼峰
（Alb分画）は，すべて抗体価陰性であった。
　ゲル濟過分画と抗IgH工反応による反応増強の関係が，抗原刺激後の鶏免疫グ冒ブリソの産生順序と極
めてよく一致した。この事実から，M，　gallisep毒lcu皿抗体の免疫グロブリンクラスと添力Hする抗Ig血清
との間には，反応を増強させる特異的な関係があるものと考えられる。
粗．抗IgH工反応の機序に関する考察
　抗工gH工反応による反応増強の機序に関しては，』M。　gallisepticum抗原一抗体複合体の免疫グロプ：リン
クラスと添加した抗鶏免疫グ戸ブリソ抗体が特異的に結合する結果，』 lgallisept…cum抗原と鶏赤血球と
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の吸着がより強く立体的に障害されるためであろうと推察される。この解明は，M．　gallisepticumの抗原
決定基の解明ならびに鶏免疫グロブリンの生物学的活性のより詳細な解明と1司様に今後の課題であろう。
圃．抗IgH工反応の応用
　ユ，抗Ig　HI反応による初生ヒナ血清中の移行抗体の検出
　贈化後ユ1～25日齢までの初生ヒナ血清がm反応でわずかにM，gallisepticu㎜抗体陽性の成績を示した
ために，抗Ig　HI反応を実施した結果，明らかに反応陽性と認められる成績が得られたが，46日齢以降で
は全例陰性であった。これらの初生ヒナからMgallisepticumの分離を試みたが，全く菌分離はできなか
った。　・、∴．＿、．＜・、．一＿　．．・ッ…ド・＿．．
　このことから，：本法はM．gallisepticumの移行抗体を鋭敏に駅戸することができ，母鶏群（種鶏）め
M．gaUisepticumによる汚染状況を知る上に有効であり，家畜衛生学上有用な手段となり得ると考えられ
る。
　2．　野外感染鶏の診断
　野外でのM．gaUiseptlcum自然感染鶏41例についてH工反応および抗工g　H工反応を実施したところ，
抗工gGHI反応で65．9％，抗IgMHI反応で75．8％，抗IgAHI反応で68．3％に反応の増強が認められ
た。ことにHI価が20倍以下と低い例で，反応の増強が著しく，HI価が20倍以下を示した28例では，抗
IgGHI反応で，，75．0％，抗IgMH工反応で85．8％，抗IgAHI反応で78．6％に反応増強が認められた。
IX．結　　論
　マイクμタィター法によるM．gallisept…cu皿の赤血球凝集抑制反応の系に抗鶏免疫グロブリン血清を添
加する抗免疫グ耳’ブリソ血清添加赤血球凝集抑制反応について検討を行ない，．次の結論を得た。
　1．抗鶏免疫グロブリン血清添加赤血球凝集抑制反応において，最も高い抗体価を得るには，添加する抗
血清の至適量をあらかじめ決定しておくことが必要である。今回の実験に使用した3種の特異抗血清は，い
ずれも’20倍希釈のものを使用するのが最適であった。
　2．古墨鶏血清とM6　gallisepticum，抗原との感作時間億室温（22～25℃）で30分間，　M．8allisepticuエn．
抗原一抗体複合体と抗鶏免疫グロブリン血清と・の感作時間は，室温で15分間が至適であると考えられた。
　3．抗免疫グロブリン血清添加赤血球凝集抑制反応は：再現性の高い反応であることが確認さ航た。
　4．反応を増強させることのでぎる抗血清は，抗鶏全血清，，野鶏工g（美IgMおよびIgA血清であり，．
鶏以外の動物の免疫グロブリンに対する抗血清では反応が増強されなかった。
　5≧抗免疫グロブ’リソ血清添加赤血球凝集抑制反応では，，M．．　galllsepticu皿の鼻腔内接種4日，目に，．す
でに蝋噸難二四力1鱒＃・　．・．＿～．　．　・　　　・．野
　6．抗免疫グロブリン血清添加赤血球凝集憎憎反応では，鼻腔内および静脈内接種平めいずれに挙いても，、
感染（あるいは免疫）初期の血清で，従来の赤血球凝集抑制反応の一8～16倍と著しく反応演増強された。し
かし，感染舞過Q進行に伴なって増強が漸次弱くなる事実も認められた。
　7．Sephadex　G・200を用いた可検鶏血清のゲル炉過分画においては，感染初期血清のIg分骨が抗工9
M赤血球凝集抑制反応によって増強さ九た。ところが，感染経過の進行に伴ない，Ig』G分画が抗Ig　G血
清添加赤血球凝集掘制反応によって増強される事実が認められた。しか’し，1gA分画との関係は明らかに
　　　　　　　ヒ　パ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　にできなからた6門’∴＝一1噛
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　8．抗免疫グロブリン血清添加赤血球凝集抑制反応によって，初生ヒナにおける移行抗体の検出が可能で
あった。本法は，愚鶏群（三三）のM．ga11isepticumによる汚染状況を知る上に有効であると考えられ
る。
9．抗免疫グロブリン血清添加赤血球凝集抑制反応は，野外におけるM．galliseptlCUInの診断に応用で
きるものと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨
、、．，・C．一、、抗蒐疫グロブリン血清（抗Ig）を，血清反応系に添加することによって、．．その反応が増強される現象は，．、
　　　Moreschi（1908）が最：初こ報告したが，一般には知られていなかった。その後，　Coombsら（1945）が赤
　　　血球凝集反応系に抗Igを加えることにより，抗Rh抗体が検出可能であるという報告を行な・って以来，こ
　　　の方法は同種免疫抗体の検出，自己免疫疾患の診断そのほか血清反応に関する研究などに広く利用されるよ
　　　うになった。
　　　　抗工9血清を添加して行なう赤血球凝集抑制反応（抗工9加H工反応）は，Hahonら（1971）がイソフ
　　　ルェソザウィルスにおいて，抗ヒトIg　Gを用いて行なった抗ヒトIg　G加HI反応の報告が初めてであ
　　　るσ
　　　　一方，鶏においては，Baumer（1975）が，ニューカッスル病ウイルスについて，抗鶏Ig　G加HI反応
　　　について報告しているが，Ig　Mおよびlg　Aを添加したHI反応，ならびに各種の精製純化lg分画によ
　　　る抗鶏Igを添加してHI反応を検討して小ない。要するに，鶏疾病を対象とした抗Ig加HI反応につ
　　　いては，いまだ研究の緒についたにすぎないというべきであろう。
　　　　筆者は，Mycoplasma　gallisepticuln（M．9．）における，抗鶏工9加H王反応の基礎的条件を検討し，
　　　さらに抗鳥山9加HI反応に関するIgのクラス（lgG，　IgM，工gAなど）について検索するどともに，
　　　野外におけるM．g，感染鶏における本法め診断的価値について検討を試みた。
　　　　本論文は，M．　g．惑染鶏血清のH工反応系に抗鶏Igウサギ血清を添加することにより，そのHI反応
　　　がどのように影響され，その結果がどうなるかとい・うことについて，次の項目に従って検討を行なってい
　　　る。（1）反応実施上の各種条件，（2）高温工g加HI反応の特異性，（3）実験感染鶏血清におけるRI抗体，お
　　　よび抗鶏Ig加H工反応における抗体（抗Ig加HI抗体）の消長，（4）感染鶏血清の各Ig分画（工g　G，
　　　Ig　M，　Ig　A）におけるHI抗体価と抗Ig加HI抗体価，（5）抗rg加H工反応による移行抗体の検出，（6）
　　　M．g．の野外感染鶏に対する抗鶏Ig加HI反応の利用価値。、これらの概略をつぎに述べることとする。
　　　1．　供試抗鶏Ig血清の作出
　　　・bE奮r嘉』以およびS，ph、d，。α20・を用、、て鴻蜻霧冤δ1：1善鵡瓦餅赫1二輪
　　　製分画し，それぞれを用いてウサギを免疫し，抗lgG，抗11gM，．抗lgAの3種の抗1g血清を作出し
　　　た。
　　　2　H工反応および抗鶏工g加HI反応の方法
　　　　マイクロタィター法による抗体減：量法（β法）を用い，抗原にはM．g．　S6株を使用した。
　　　31抗鶏13．加HI反応の諸条件の検討
　　　　（1）抗鶏Ig血清の至適濃度：抗鶏．　Ig　G；抗鶏Ig　M，抗鶏Ig　A・の．3．血清について，至適濃度を検討
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　　したところ，いずれの抗血清も20倍希釈が至適濃度で，高い抗体価を示した。
　　　（2＞感作時間：HI反応における，　M．　g．抗原と抗体との感作時間は，30分以上が良好であり，これにも
　　とずきこの系に抗鍛工gを添加し，さらにその感作時間を検討したところ，15分感作が抗体価を高く示すこ
　　とを認めた。
　　　③　感作温度：抗原，抗体，抗鶏Igおよび赤亘R球を混和するまでの感作温度を検討したところ，すべて
　　の操作を22～25℃で行ない，判定を4CC　1時間後にしたときに，最も明確な反応が得られることを知った。
　　4．抗鶏Ig加HI反応に関与する抗血清の特異性
　　　H工反応の系に添加して反応を増強させることのできる抗血清の種類について検討したところ，抗鶏工gG，
　　抗鶏lgMおよび抗鶏lgA血清のいずれも反応を増強することが明らかとなった。一方，正常ウサギ血
　　清あるいは各種哺乳動物の免疫グロブリンに対する特異抗血清などを用いた抗Ig加HI反応では，全く反
　　応の増強が認められなかった。このことから抗鶏Ig血清によって特異的に反応が増強されることが明らか
　　となった。
　　5．抗工g加HI反応の再現性
　　　上述した各種の至適条件下で，M．　g．感染鶏血清について試験を繰り返し再現性を検討したところ，再現
　　性の高い成績を得た。
　　6．抗鶏工g加HI抗体の出現時期と反応増強の持続期間
　　　M．9．を鼻腔または静脈内接種した実験鶏の経過血清を用いて，HIおよび抗鶏Ig加HI抗体の消長，
　　ならびに反応増強に関する検討を行なった。
　　　（1）鼻腔内接種群＝2つの接種群で，その成績に若＝Fの差はあったが，いずれの群でも，M。9．接種後10
　　～14日目にHI抗体を認め，抗鶏工9加H工抗体は，それぞれ接種後4日目．および7日目から認められた。
｝
　　また，1つの群では，抗鶏Ig加HI抗体は，接種後の経過の初期（7日目）では抗鶏Ig　M加m抗体
　　が，ユ4～21日目には抗鶏Ig　G加HI抗体が高価に認められ，’その後も抗鶏IgG加H工反応は高い値を?
　　示していた。また，抗鶏IgA加H工反応は，抗lgMHI反応につづいて認められた。
　　　②　静脈内接種群においても，、M9，接種後4日目には抗鶏IgMカロH工．価が最も高い値を示し，．7留目
　　あるいは10日目に至ると抗鶏工gG加HI価がそれに代わって高い値を示すことが確認された。また，　H工
　　価が上昇の徴しをみせるとそれに先行して抗1ど加HI価，、ことに抗鶏Ig　G－加H工価が上昇することが＝
　　認められた。
　　　これらの成績から，Mg．抗体クラスと抗Ig血清との間には反応を増強させる上に特異的な関係がある
、．一．、ζとが示竣された・　　　　　∵’・、．隈揖魏顕一・・等緑、纏樋勘一』、
　　7，・感染鶏血清の各Ig分画における抗鶏Ig加H工抗体の分布
　　　M9．感染鶏血清を用いて，　Sephadex　G－200のゲル汐過を行ない・その各溶出分画にお嫡る抗鶏Ig加
　　HI抗体の分布を検索した。
　　　（1）感染初期血清のゲル源氏分画における織工g加HI抗体の分布と消長：HI反応では，感染初期血清
　　のゲル炉過分画のうち，工gM分画が最も高いH工価（8倍）を示し，　IgG分画は低い価（2倍）．を示し
　　鳩．ころが・魏lg・加甲反卿をま・騨鶏蜻の璽廼働たも1ので64倍翻し㈲雌
　　示し・Ig　G分画を用いたものでは8倍を示した程度であった。また・抗鶏Ig　A加Hr反応では・感染鶏
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1血清みいずれの分画も16倍の価を示していた。
　（2）感染後期血清のゲル渉『過分画における抗鶏Ig加HI抗体の分布と消長＝M．9．感染7週目の血清で
は，そのIg　M分画のEI価は32倍であったが，このHI反応系に抗言Ig　Gを加えたHI反応では256
倍の高値を示した。しかし，IgM分画およびIgA分画を用いたHI反応系に，抗鶏IgGおよびM，
Aを加えた抗鶏Ig加HI反応では，ほとんど増強が認められなかった。
　（3）（1）および（2）に述べたように，鶏血清の各Ig分画を用いた抗鶏工g加HI反応による増強の成績は，
抗原接種後の鶏Igの出現順序とよく一致していた。この事実から，　M．　g．抗体の各Ig分画と添加抗Ig
分画との間には，反応を増強させる特異な関係があるものと考えられた。
8．　三三Ig加HI反応の旛用
　（1）抗鶏工g加H工反応による初生ヒナ血清中の移行抗体の検出：H工反応がわずかに陽性の11～25日齢
の初生ヒナ血清について，抗鶏Ig加HI反応を行なったところ，明らかに増強反応を認めたが，46日齢以
降の中ヒナ血清では，反応がすべて陰挫であった。
　初生ヒナでの抗鶏Ig添加によるHI反応の増強は，微量に存在した移行抗体を明示したもので，このこ
』とは母鶏群のM．g．汚染を間接的に誕明したこととなるう。
　（2）抗Ig加HI反応の野外感染鶏の診断的利用価値：M．9．自然感染鶏4工例について，　HI反応および
抗鶏工9加HI反応を実施したところ，抗鶏Ig　G加H工反応で65．9％，抗鶏IgM加H工反応で75．8％，、
抗鶏工gA加HI反応で68．3％に反応の増強が認められた。ことにHI価が20倍以下と低い例で，反応の
増強が著しく，｝ヨ丁丁が20倍以下を示した28例では，抗鶏lg　G加HI反応で75．0％，抗鶏工g　M加ヨ工
反応で85．8％，丁丁Ig　A加RI反応で78．6％に反応増強が認められた。このように野外の自然感染鶏にお
ける抗鶏Ig加H工反応法は，診断的利用価値の大きいことを示した。　．　　　　　　　　　　　　』
9．結　　論
　筆者は，マイク戸タィター法によるM．9．のHI反応の系に，抗鶏Igウサギ血清を添加する抗鶏工9加
HI反応について検討を行ない，次の結論を得た。
　（1）抗鶏工g加田反応において，添加する抗鶏Ig血清の希釈率が至適であり，、さらに可検鶏血清，
M．g抗原，抗鶏Ig血清などの感作時間が適切であるならば，再現性の高い反応価が得られる。
　（2）H「反応を増強させることの出来る添加抗血清は，二三全血清，抗鶏Ig　G，　Ig．MおよびIg　Aであ
り，鶏以外の動物の工gを用いて作出された抗血清では反応増強されなかった。
　（3）抗鶏Ig加HI反応を用いる・ことにより，　H工反応の明かでない感染初期の血中抗体を確認すること
が出来るばかり「でなく1：1』初生1ビ｝の移行抗体も確認するζ：1とが出来る。この移行抗体の確認から，毛の母鶏
群におけるM．g．汚染の状況を推定することも可能である。また，．　H：工反応の明確でない野外M．　g．感染
鶏の診断に有効な方法でもある』
　（4）このほかへM9・・感染の経過によって・HI反応の出現程度が感染鶏血清の工9分画のクラスによっ
て差異があること，また添加される抗鶏Ig血清のクラスの差，すなわち，抗Ig　M，抗．　Ig　G，抗lg　Aな
どの違いも，抗Ig加HI反応の陽性度の差と関連性があることが認めら航た。．
　上述のように，．本論：二言；騨挙。歯sma’gallisepticumの赤血球凝集抑制反応の系に，抗鶏免疫グロブリ
ンウサギ血清を添加して，その赤血球凝集抑制反応を増強させることに成功し，さらに工gMJgG，　IgA
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などの各クラスの抗Igウサギ血清を添加して本反応の高度化を行なった。ついでこの反応の応用により，
野外におけるMycoplas鳳a　gallisepticu皿感染鶏の検出，診断カミ確立されることを示唆している。
　このような研究業績は，将来の獣医学界に大いに寄与するものと考え，獣医学博士を授与するにふさわし
いものとして高く評価する。
〔、?
??．?? ・て　　’でへ：．
一206一
